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IBM の通信業界向けソリューション

通信サービス・プロバイダー（CSP: Communications Service 
Provider）は、コグニティブ・コンピューティング、アナリティ
クス、クラウド、モビリティー、ブロックチェーン、ネットワー
ク最適化、デジタル・トランスフォーメーション、グローバル
統合・最適化といった、さまざまな分野の最先端のソリュー
ションに一層依存せざるを得なくなっています。IBM では、基
礎研究所、通信業界ソリューション・ラボラトリー、イノベー
ション・センター等の広範なグローバル・ネットワークを有し、
通信業界向けの製品・サービス等のオファリングを強力にサ
ポートしています。また、IBM は、通信業界向けに 22,000 人
以上の社内専門家を有し、世界 200 社を超える大手通信サー
ビス・プロバイダーと連携しています。通信業界のお客様の
ニーズを満たす専門知識と能力を拡充するため、IBM は重要
な買収への多額の投資を続けています。IBM の通信業界向け
ソリューションの詳細は、ibm.com/communications をご覧く
ださい。
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エグゼクティブ・サマリー

ブロックチェーンは現在、非常に大きな話題を集めているテクノロジーの 1 つである。業界
を問わずさまざまな組織が、自社の領域にブロックチェーンが及ぼし得る影響と、その新た
なテクノロジーのメリットを享受する方法を探っているが、通信サービス・プロバイダー（CSP: 
Communications Service Provider）業界にとっても決して例外ではない。

しかし、CSP にとっての最大の疑問は、「投資に見合うだけの価値がどこにあるのか」、そし
て「どこからどのように手をつければよいのか」という点にある。その一方で、メリットを享
受できるチャンスが現実的になっている点は朗報といってよいだろう。ブロックチェーンの分
散型台帳（Distributed/Shared Ledger: ネットワークに参加するメンバー間で共有し、複製・
同期する分散型の記録システム。資産、データ交換時のトランザクション等が記録される）に
よるアプローチの主な特徴として、トランザクション・プロセスのあらゆる面において、参加
しているエコシステム全体の「信頼性」「セキュリティー」「透明性」「制御」を確保できると
いうことにある。その結果、関係者全員のコストの削減、スループットの高速化、顧客体験
の向上等が期待される。IBM が最近実施したグローバル消費者サーベイによると、CSP は、
個人情報の取り扱いとプライバシーの保護において極めて信頼性が高い組織の 1 つであり、
幾つかの国においては、その信頼性のレベルは金融機関や行政機関を上回っている。1 この
ことから、CSP はブロックチェーンを収益化するために必要なポジションに位置していると
いっても過言ではない。

CSP にとって、ブロックチェーンは効率化と新たな収益拡大の可能性をもたらすものである。
IBM による通信業界の進化に対する洞察のフレームワークでは、今後、2 つの重要な潮流が
発展していくことを示している。1 点目は、顧客体験と効率化に向けた動きによる CSP のデ
ジタル・サービス・プロバイダー（DSP: Digital Service Provider）への発展、2 点目は、収
益拡大に向けた動きによる CSP のデジタル・サービス・イネーブラー（DSE: Digital Service 
Enabler）への発展、というものである（図 1 参照）。2

通信業界にブロックチェーン
を取り入れる
多 く の 通 信 サ ー ビ ス・ プ ロ バ イ ダ ー（CSP: 
Communications Service Provider）が、自社にとって
の悩みの種である破壊的変化への対応策として、大規
模なデジタル・トランスフォーメーション・プログラム
を推進しており、途上段階にある。複雑な問題に対し
てブロックチェーンを導入することで、CSP の現在の経
営・オペレーションを合理化しつつ、ブロックチェー
ン・ベースの新しいサービスを展開できる可能性が生
まれる。「信頼性」と「透明性」が求められる中で、ブ
ロックチェーンの堅牢な基盤は、エコシステム醸成を
強化する足掛かりとなり、新たな収益を生み出すビジ
ネスモデル実現につながることも期待され、ブロック
チェーンの重要性はますます大きくなっている。CSPは、

「いかに収益拡大とプラットフォーム・ビジネスの機会
を広げるか」「いかに内部の効率化を進めるか」の点
でブロックチェーンを評価する際、長期的な視点に立
つことが重要である。
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図 1
ブロックチェーン・テクノロジーは、DSP と DSE の双方の役割において、CSP に効率化と収益拡大の可能性をも
たらす

36%
調査対象となった CSP 組織のうち、
すでにブロックチェーンを検討して
いる、またはブロックチェーンに積
極的に取り組んでいる、と答えた
割合

41%
調査対象となった CSP 組織のうち、
データの品質と正確さを保証する
ブロックチェーンによって、自社の
企業戦略をサポートできる、と答え
た割合

46%
「すでにブロックチェーンを検討し
ている、またはブロックチェーンに
積極的に取り組んでいる」と回答し
た、調査対象の CSP 組織のうち、自
社の新たなビジネスモデルを創造
するためにブロックチェーンに対す
る投資を行っている、と答えた割合
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デジタル・サービスのプロビジョニング

デジタル・サービス・イネーブラー（DSE）

従来型の CSP デジタル・サービス・プロバイダー（DSP）

• プラットフォーム・ベースの新たなビジネス
モデル

• エコシステム・パートナーに対しオープンな
CSP ケイパビリティ

• プラットフォームのキュレーターと参加者の
役割

新時代の CSP
• DSP・DSE の双方のケイパビリティ
• ソフトウェア・デファインド CSP
• デジタル・リインベンション、

デジタル・トランスフォーメーション体現
• コグニティブ・コンピューティング

• 従来の収益源
• 従来のサブスクライバー・ビジネスモデル
• CSP 側の管理による顧客インタラクション

• 高度な自動化、アジャイル、リアルタイム
• より充実した顧客体験
• 顧客側の管理によるインタラクション / セルフ

サービスを可能とする各デジタル・チャネル

エコシステムへのサービスの提供
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DSP の領域では、コストの削減と顧客体験の向上において、ブロックチェーンがもたらすチャ
ンスが数多く存在する。これには、契約の履行、紛争解決、サプライ・チェーンなどが含ま
れる。CSP は、新たな収入源としてブロックチェーンに基づく顧客サービスを提供することも
可能である。例えば、マイクロペイメント（少額決済）や ID の管理といった領域が考えら
れる。
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DSE の領域では、CSP がモノのインターネット（IoT： Internet of Things）、医療、マネージ
ド・サービスなどのエコシステム向けのプラットフォームの開発・運営に移行する際に、複
数の参加者間での複雑なトランザクション処理のために、ブロックチェーンが基盤の構成要
素となることが期待されている。初期段階の例として、医療分野における患者の医療記録、
メディア分野における広告販売・メディア収益化等にブロックチェーンの活用が考えられる。

ブロックチェーンに関する CSP 組織の経営層の見解をより深く洞察するために、2017 年に
IBM Institute for Business Value（IBV）が行った経営層調査のサーベイ結果を参照している。
この調査は、世界の 20 の業界の経営層約 3,000 人（うち、CSP 組織から 174 人）を対象に
行ったものである（調査の詳細については、「調査のアプローチと方法」セクションを参照）。
3 その結果、調査対象となった CSP 組織の経営層のうち、すでにブロックチェーンを検討して
いる、またはブロックチェーンに積極的に取り組んでいると答えた割合が 36% だったことが
判明している。ブロックチェーン・テクノロジーはまだ歴史が浅く、進化途中であるにもかか
わらず、多くの CSP 組織の経営層が自社にとってのブロックチェーンの可能性に期待を寄せ
ている。

すでに、ブロックチェーンに取り組んでいる組織では、そのビジネス・ユース・ケースと期
待される成果に大きく注目している。調査と導入の初期段階にある組織においては、現実的
なユース・ケースに対象を絞り、パートナーと連携して「価値が存在する場所」と「新たな
ブロックチェーン・エコシステムでの明確な役割を把握して収益化する方法」を理解されるこ
とをお勧めする。ブロックチェーンが利点をもたらし得る領域を多数発見するには、DSP と
DSE のチャンスに注目したアイデア創出のためのデザイン思考セッションも有用と考えられ
る。ブロックチェーンはまだ新しい領域であり、何年も月日をかけてテクノロジー評価を優先
する場合、早期参入によるビジネス上の利点が失われるリスクを考えると、テクノロジー主導
のアプローチは推奨されない。
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通信業界でブロックチェーンを検討する

この 2 年ほどの間に、医療や銀行を含むさまざまな業界の企業が、ブロックチェーン・テク
ノロジーの調査や導入を進めてきた。しかし、CSP にとってのメリットとは一体何だろうか。
ブロックチェーンが、従来の CSP のプロセスやコストにどのようなプラスの影響を及ぼすの
か。ブロックチェーンは、従来の CSP の収益拡大や新たなサービスの創造の可能性につな
がるのか。そして、データ、顧客体験、信頼性、デジタル・エコシステムの意義が一層高ま
る世界において、従来の CSP が DSP や DSE としてのより良い地位を確立するために、ブロッ
クチェーンがいかに役立つのかが重要な論点となる。

CSP のビジネス・ネットワークにおける参加者間（サプライヤー、規制当局、パートナー、
顧客、さらには競合他社）の関係はますます複雑になり、それらのビジネス・ネットワーク
は地理的な境界や規制上の境界をまたがっている。契約やビジネス・トランザクションにお
いては、ビジネス・ネットワークを越えた製品やサービスの流れにより新たな価値が生み出
され、そのビジネス・ネットワークは関係者間で資産を移転することによって機能する。価
値を生み出すために「所有」や「制御」が可能なあらゆるものが資産の対象となる。

資産には有形資産（携帯電話等）と無形資産（サービス契約等）の 2 種類がある。ネット
ワーク全体で資産管理を成功させる鍵は、ブロックチェーンの分散型台帳である（5 ページ
のサイドバーの「ブロックチェーンの鍵となる要素」を参照）。事業者は、参加している複数
のビジネス・ネットワーク向けに複数の台帳（記録システム）を有する。台帳には、「トラン
ザクション（台帳への、または台帳からの、資産の移転）」と「契約（実行されるトランザク
ションの条件）」の情報が含まれる。

顧客契約のプロビジョニングに関する簡単な例から、ブロックチェーンがいかに多くの関係
者にメリットをもたらすかについての洞察が得られる。図 2 のビジネス・ネットワークの図で
は、CSP が、顧客にサービスを提供するための準備段階から非常に複雑な調整・資産管理
を行う必要性を示している。

図 2 の例では、ビジネス・ネットワークの各々の参加者が、トランザクションの発生時に更
新される、ビジネス・トランザクションを示す台帳を複数保有する。この場合、台帳管理の
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図 2
ブロックチェーンを利用せずに、ビジネス・ネットワーク全体で資
産を管理することは困難である
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労力と仲介者が重複することによってサービスのマージンが冗長なものとなるため、コスト
効果もコスト効率も良くない。すべてのネットワーク参加者によって取引条件（契約）が重
複するため、明らかに非効率的といえる。また、このシステムは脆弱でもある。なぜなら、
詐欺、サイバー攻撃、あるいは単なるミスなどの不整合を生むインシデントによって中央集
権型のシステムが危険にさらされる場合、ビジネス・ネットワーク全体に影響を及ぼし得る
ためである。次に、図 3 に示すような、同じ CSP のユース・ケースにおいてブロックチェー
ンを適用する場合について考えてみよう。

ブロックチェーン・テクノロジーのアーキテクチャーを適用する場合、ピアツーピア・レプリ
ケーション（分散型の情報複製）によって、トランザクションが発生するたびに更新される台
帳を参加者が共有することが可能となっている。また、暗号化を使用することによって、ビジ
ネス・ネットワークの参加者が台帳の各自に関連する部分だけを表示できるようにするととも
に、一連のトランザクションを信頼できる、認証された、検証可能なものにすることができる。

図 3
ブロックチェーンにより、ビジネス・ネットワーク全体の資産管理を
効率化することが可能となる
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ブロックチェーンの鍵となる要素
ブロックチェーン・テクノロジーには、ビジネス・ネットワークで関係者間の効果的なコ
ラボレーションを可能にする次のような要素が含まれる。

•	 分散型台帳：ビジネス・ネットワーク全体で共有される、追加専用の分散型記録シス
テム。参加者全員にトランザクションの可視性を提供する。

•	 スマート・コントラクト：トランザクションとともに実行される取引条件。トランザクショ
ンが行われる際に適切な契約が履行されるようにする。

•	 プライバシー：トランザクションが信頼でき、認証され、検証可能であることを保証する。
•	 信頼性：トランザクションが適切な参加者によって裏づけられていることを保証する。
•	 透明性：ビジネス・ネットワークに参加している全員が、自身に影響を及ぼすすべての

トランザクションを認識していることを保証する。
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また、ブロックチェーンによって、トランザクションが発生し得る条件を規定するトランザク
ション・データベースに、資産移転の契約を埋め込むことも可能である。ビジネス・ネット
ワークの参加者が、コンセンサスや同様のメカニズムによってトランザクションの検証方法に
合意する。監視、コンプライアンス、監査、に関連する機能をビジネス・ネットワーク内に
含めることも可能である。参加者は以前と変わらない（このケースでは、脱・仲介者の動き
はない）。

ブロックチェーンにおいては、コンセンサス（同意）、プロヴェナンス（来歴）、イミュタビリ
ティ（不変性）、ファイナリティー（確定）といった特徴が保証されるため、CSP は独自のビ
ジネス・ネットワーク内ではるかに効果的な運営が行えるようになる（サイドバーの「ブロッ
クチェーンの鍵となる特徴」を参照）。CSP が享受することができるメリットには以下のような
ものが含まれる。

•	 時間短縮：トランザクションの時間が数日からほぼ即時にまで短縮されること。
•	 コスト削減：管理費や仲介コストが削減される、または不要になること。
•	 データ品質の向上：あらゆるトランザクションでデータの正確性が維持されること。
•	 リスクの軽減：改ざん、詐欺、サイバー犯罪等によるリスクが抑制されること。
•	 信頼性の向上：処理と記録管理が共有され、関係者全員が確認できること。
•	 紛争の低減・排除：処理が行われる際に完全な透明性が得られること。

一部の CSP はすでにブロックチェーンの取り組みに取り掛かっている。例えば、Orange 社
は 2015 年に、新しいブロックチェーン・テクノロジーとユース・ケースの可能性を探る企業
パートナーとスタートアップ企業間の連携をサポートするために、ChainForce イニシアチブ
を開始した。4 ほかにも、ブロックチェーン・プログラムの検討とパイロットを進めている CSP
には、Verizon 社や Du 社などがある。5 また、2017 年には、Sprint 社、SoftBank 社、Far 
EasTone 社、TBCASoft 社が、ブロックチェーンに基づくサービスを検討するためのコンソー
シアムを発足し、他の事業者の参加を呼び掛けている。6

ブロックチェーンの鍵となる特徴
ブロックチェーンの鍵となる代表的な特徴としては
以下が挙げられる。

•	 コンセンサス（同意）：トランザクションの正当性
を参加者全員が認めること。

•	 プロヴェナンス（来歴）：参加者全員が資産の出
所とその所有権移転の履歴を把握していること。

•	 イミュタビリティ（不変性）：トランザクションが一
旦成立すれば、どの参加者も改ざんができないこ
と。トランザクションにエラーがある場合、新しい
トランザクションによってそのエラーが無効化さ
れ、双方を確認できるようにする。

•	 ファイナリティー（確定）：資産の所有権またはト
ランザクションの成立を確定する。これがすなわ
ち、分散型台帳における最も重要な役割である。
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ブロックチェーンに対するCSPの見解

調査対象となった CSP 組織の経営層の 3 分の 1 以上が、すでにブロックチェーンを検討して
いる、またはブロックチェーンに積極的に取り組んでいると答えている。しかし、彼らはブロッ
クチェーンに関してどのような計画を立て、ブロックチェーンが組織にもたらす価値をどのよ
うに考えているのだろうか。

データの世界で信頼性を売る
データは、デジタル経済における新たな天然資源といえる。そして、スマート・デバイスの
利用拡大と IoT の普及に伴い、この資源は急増し続けている。CSP は、独自のネットワーク
のおかげで、あらゆるデータ転送とトランザクションの中心にいる。調査対象となった CSP
経営層は、データ整合性の大切さを認識しており、ブロックチェーンがデータの品質と正確
さの保証や、トランザクション全体の信頼性の向上に役立つことを期待している（図 4 参照）。

データにおける品質と正確性の保証

41%
トランザクションの信頼性の向上

38%
トランザクションの透明性の向上

37%
ビジネス・プロセスの簡素化・自動化

35%

詐欺やサイバー犯罪に対するセキュリティーの強化

34%
決済時間の短縮によるトランザクションの加速

28%
仲介者の排除によるトランザクション・コストの削減

28%

図 4
CSP は、さまざまな点でブロックチェーンが企業戦略をサポートできることを認識している

「ブロックチェーンが提供する、セ
キュアなプラットフォームは、第三者
による不要な仲介を排除し、サイ
バー犯罪・詐欺に対する盤石なセ
キュリティーの確保、といった恩恵を
もたらすだろう」

米国の CSP の CIO
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信頼性や透明性は、あらゆる種類のビジネス・トランザクションの根幹となる拠り所である。
CSP 組織における意思決定者もこの点については非常によく理解している。それを示すサー
ベイ結果として、IBM の調査に対する回答者は、ブロックチェーン・テクノロジーが企業戦略
をサポートする点として、トランザクションの信頼性の向上（38%）や透明性の向上（37%）
を挙げるとともに、サイバー犯罪や詐欺に対するセキュリティーの強化（34%）を挙げている。

また、CSP の回答者の 35% が、ブロックチェーンはビジネス・プロセスの簡素化と自動化に
も役立つだろうと答えており、その理由として、ブロックチェーンには CSP の組織内における
業務のさまざまな面を合理化する可能性があることを挙げている。さらに、回答者の 28%
が、ブロックチェーンによって決済・合意にかかる時間が短縮され、トランザクションのス
ピードが一層加速していくだろう、と答えている。

新しいプラットフォーム・ビジネスモデルを狙う
サイバー攻撃による犯罪は増加の一途を辿っており、世界中のメディアでも日々大きく報道さ
れている。CSP はネットワークの資産管理人として、発生する新たな脅威との戦いにおいて
中心的な役割を果たす。CSP には、テクノロジー面および運営面での幅広いイノベーション
によって、それらの脅威に対する事前の保護をサポートすることが期待されている。従って、
ブロックチェーンを検討している、またはブロックチェーンに積極的に取り組んでいると答え
た CSP の 76% が、ブロックチェーン・テクノロジーに対する投資の重要な理由としてセキュ
リティーを挙げたのは当然だと考えられる（図 5 参照）。

ブロックチェーンを検討している、またはブロックチェーンに取り組んでいる CSP 組織の約半
数（46%）が、ブロックチェーンを新たなビジネスモデルの創造チャンスと認識しており、
35% が利益プールのシフトに対応するための有効な手段だと考えている。CSP の従来型の
ビジネスモデルは、コネクティビティー製品やサービスを顧客に向けて押し出していく一種
のパイプのようなもので、直線的なバリュー・チェーンである。一方、新しいビジネスモデ
ルは直線的ではない。ほとんど構造化されていないエコシステムにおいて新たな価値を創出

セキュリティー上の懸念を解消するため

76%
新たなビジネスモデルの創造のため

46%
プロフィット・プールの転換のため

35%
競合他社によって採用されたため

30%
市場で先行者になれる可能性があるため

14%

すでにブロックチェーンを
検討している、
または積極的に
取り組んでいる割合

36%

図 5
ブロックチェーンを検討している、またはすでに取り組んでいる
CSP 組織は、ブロックチェーンに対するさまざまな投資理由を挙げ
ている
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するには、CSP、パートナー、開発者、消費者をつなぐプラットフォームが必要となってくる。
エコシステムに関する IBV の最近の調査によれば、調査対象となった CSP 経営層の 57% が、
自社がエコシステム・プラットフォームのプロバイダーとなることを望んでいる。7 プラット
フォームの一部としてブロックチェーン・サービスを提供することが重要な新しい能力で
ある。

CSP の経営層のうち、商業レベルでブロックチェーンを推進できるかどうかに影響を及ぼす
重要な要素として「顧客の参加」、と回答した割合は 87% に達する。これは、組織のプロセ
スを設計する中で顧客体験が重要な考慮事項になるべきことと考えれば驚くことではない。
回答者の 5 人中 4 人（82%）が、テクノロジー・プロバイダーとの協業を、業界にとっての
現実的かつ適切なソリューションの開発・提供における重要な要素と考えている。また、76%
は、ブロックチェーンが既存および将来の規制（データ保護に関する規制等）に準拠する必
要があることから、規制当局が重要な役割を果たすと答えた。72% は、自社のブロックチェー
ン・プロジェクトにとって業界コンソーシアムが重要だと考えており、標準に関する合意を促
す効果をその理由に挙げた。

ブロックチェーンに関連するチャンスと課題を早い段階で知ることで、CSP はコスト削減、収
益拡大、新たなビジネスモデル創造の点で優位に立てるはずである。IBM では、CSP が次
の 3 つの領域でブロックチェーンから最大の効果を得るだろうと考えている。

•	 内部プロセスの効率化：CSP の内部効率を上げるためにブロックチェーンを採用する（サ
プライヤーや他の CSP とのやりとりを含む）

•	 ブロックチェーンでの CSP が開発したサービスの提供：CSP が顧客向けに開発したサービ
スを提供して制御する

•	 ビジネス・エコシステムでの協業（IoT を含む）：信頼できる協業パートナーとして各エコシ
ステムの参加者に対しサービスを提供する
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CSP の内部プロセスを効率化する

スマート・コントラクトによって実現されるモジュール性により、CSP における運営のさまざ
まな側面が効率化され、コスト削減や高速化だけでなく、信頼性、拡張性、透明性の向上
も実現される。ブロックチェーンの暗号化によって情報が保護され、完全に記録されたトラ
ンザクションの監査証跡が作成される。ブロックチェーンは内部プロセスの効率化において
さまざまな可能性を秘めている。

CSP の環境内にブロックチェーンを取り入れることによって、課金、eSIM（embedded 
Subscriber Identify Module）のプロビジョニング、ネットワーク機能仮想化（NFV: Network 
Function Virtualization）の管理といった、CSP のコア管理システムに極めて多大な効果が
期待でき、また、そうなれば効率が上がってコストを削減できるだろう。この他、ブロック
チェーンにより、大幅にコストを削減できる CSP の領域として、通信ローミングが挙げられる

（サイドバーの「通信ローミングにブロックチェーンを取り入れる」を参照）。

サプライ・チェーン管理を向上させる
ブロックチェーンはサプライ・チェーン管理にイノベーションの新たな波をもたらしている。
ブロックチェーンを使えば、サプライ・チェーンにおける大量のトランザクションを、より確
実に透明性の高い方法によって追跡することができる。対象が物理的な製品かサービスか金
銭かを問わず、資産の所有者が変わるたびにトランザクションを記録し、起点から最終的な
目的地まで追跡できる製品やトランザクションの永続的な履歴を作成することが可能に
なる。

通信業界では、サプライ・チェーン管理の影響は、CSP がネットワーク・サプライヤー、規
制当局、請負業者と協業して、資産のライフサイクルを効果的に追跡するために必要な、ワ
イヤーやケーブル、ハンドセット、付属品、通信インフラ工事などの領域に及ぶ。複数のパー
トナー間をまたがるエンドツーエンドのサプライ・チェーンを強化することで、CSP は市場投
入までの期間を短縮し、商品・サービス供給の継続性を向上させることができるほか、柔軟
性を高め、コスト構造を低下させることができるため、収益性を上げることが可能となって
いる。

通信ローミングにブロックチェーンを 
取り入れる
通信ローミングを実現するために、既存の CSP はコ
ストのかかるシステムを統合し、ネットワークを超え
て通話を可能にするための複雑なアクセス設定や
認証設定の仕組みを構築する必要がある。それに対
して、ブロックチェーンによる分散型台帳やスマー
ト・コントラクトを利用すると、一元的かつ共有され
た方法でローミング・サブスクライバーの ID、ロー
ミング課金、詐称の発見、通信料の超過管理を行う
ことが可能になる。

ブロックチェーンは、CSP とサブスクライバーの双方
に価値あるメリットをもたらす。CSP にとってのメ
リットには、訪問するサブスクライバーのより迅速な
特定、不正トラフィックの阻止、クレームの抑制など
がある。仲介者としての情報センターは完全に淘汰
され、大幅なコスト削減につながる可能性がある。
また、サブスクライバーは請求をより適切に把握で
きるようになり（請求額を見て驚くことがなくなり）、
顧客体験と満足感が向上することが考えられる。
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他の業界では、サプライ・チェーン管理の分野に対してブロックチェーンを適用するプロジェ
クトが生まれている事例がすでに見られる。パイロット段階のものでいうと、世界最大規模
の食品チェーンである Walmart 社が、農場から店舗の棚までのサプライ・チェーンの全工程
での製品の追跡を可能にした。同社は、それまでは数日から数週間かかっていた追跡プロセ
スを、数分から、さらには数秒単位にまで短縮できるものと期待している。8 また、輸送・物
流で世界をリードする海運大手 Maersk 社は、輸送サプライ・チェーンの全参加者をつなぐ
ブロックチェーン・プラットフォームの試験運用を進めている。9

ブロックチェーンの適用がはっきりと改善につながった別の事例として、サプライ・チェーン・
ファイナンスの領域が挙げられる。サプライ・チェーン上で生じる「紛争」の問題は深刻な
影響を全体に及ぼすことがあり、十分な資金調達と効率的な運営において、既存のサプラ
イ・チェーン向けファイナンス・ソリューションは複雑さと規模が課題となっていた。ほとん
どの場合、「紛争」が生じる場面では、次の 3 種類の関係者が存在することが知られている。

•	 サプライヤー：サプライヤーは製品の出荷時に支払いを求めるが、納品に関する紛争が起
こることも多く、また、その解決には時間とリソースが必要になる。それらの問題によって
利率の上昇や契約の不履行が起こる場合もある。

•	 受取人：製品が予定どおり納品されなかったり、間違ったものが納品されたり、納品自体
が行われなかったりした場合、紛争が生じ、その問題が解決されるまで支払いが保留にな
ることが多い。そうなると、関係者間の信頼性が低下することが考えられる。

•	 投資家：投資家は、パートナーとサプライヤーの紛争に関するやりとりを監視する必要が
ある。最後には、パートナーへの融資金を回収すると同時に、顧客の満足度を高い状態
に維持する必要がある。

サプライ・チェーン・ファイナンスにブロックチェーンを採用すると、管理性、スピード、信
頼性を向上させると同時に、コストを低減できる可能性があることが、多くのケース・スタ
ディーで証明されている（サイドバーの「IGF、サプライ・チェーンへの融資にブロックチェー
ンを採用」を参照）。

IGF、サプライ・チェーンへの融資にブロック
チェーンを採用 10

IBM Global Financing（IGF）は、グローバル・ファ
イナンシング、クライアント・ファイナンシング、グ
ローバル・アセット・リカバリーの各サービスを提
供している。サプライヤーと生産者のネットワークを
管理するためにブロックチェーンを利用するシステ
ムを採用し、よくある紛争の解決時間を短縮した。

ブロックチェーンを既存のユーザー・インターフェー
スに統合することで、サプライヤーとビジネス・パー
トナーの両者に提供する情報の増強を図った。情報
には出荷状況に関する主要なデータを含んでいる
ため、配達証明に関する紛争は大幅に減っている。
また、シャドー台帳（Shadow Ledger：既存のシス
テムはそのままに、ブロックチェーンと連携して情報
を共有）のアプローチを使用することによって、IGF
の主要なコマーシャル・ファイナンシング・システム
のコードを変更せずにシステムを実現している。

サプライ・チェーンに対するブロックチェーン・アプ
ローチの適用によって関係者間の合意は速まり、解
決にかかる期間が大きく（40 日以上から 10 日未満
に）短縮されたほか、紛争発生件数が減り（75%
減）、全関係者の材料管理費が削減され、完全なエ
ンドツーエンドの可視性も得られるようになった。
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開発したサービスをブロックチェーンで提供する

デジタル・サービスの成功も無視できない。DSP への転身を図ろうとしている CSP は、顧客
の高まる期待に応えるために付加価値のあるデジタル・サービス提供のチャンスがあること
を認識しているが、デジタルによる破壊的変化の規模とスピードは驚異的であり、十分に価
値をつかめていない。

現在、信頼性に基づくサービスなど、さまざまな領域に新しいチャンスが存在する。機密デー
タの取り扱いにおいて、CSP はほとんどの経済圏で（ときには銀行や政府機関さえしのぐ）
信頼された地位を築いている。11 こうしたことから、CSP は、他のどの組織よりもブロック
チェーンを基盤とした多様なカスタマー・サービスを提供できるポジションにある。頻繁に
顧客とやりとりする CSP は、顧客に関する膨大なデータにアクセスでき、すでにモバイルや
インターネットを始めさまざまなチャネルから価値あるサービスを提供している。ブロック
チェーンを基盤として新しいサービスを拡充することは自然な流れといえる。

CSP がブロックチェーンの導入を検討すべき領域には、デジタル資産の交換におけるマイク
ロペイメント（小額決済：例えば、音楽、モバイル・ゲーム等）や、モバイル・マネー（サ
ブスクライバー間の送金、国際送金等）、電子カルテのより強力に保護された処理などがあ
る。さらに、CSP がブロックチェーンを利用すべき重要な領域として、ID-as-a-Service が挙
げられる。

ID-as-a-Service
CSP が消費者の極めてテクノロジー的に進んだデバイスの促進要因となることがある反面、
CSP が主に店舗内やコール・センターを通じて顧客とやりとりするアプローチはほぼ変わって
いない。多くの CSP において、オンライン・アクティベーションの割合は、10％未満にとど
まっている。それは、関心がないというよりも、ユーザーの ID を検証するための、高い信頼
性、低いリスク、高い利便性を備えたデジタル・アプローチが存在しなかったためである。

「ブロックチェーンを導入することに
よって、デバイスや組織を問わず使
用可能な認証済みの ID サービスを
提供して、ユーザーにより高い利便
性をもたらすことができるように
なった」

中国の CSP の COO
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新しいデジタル ID エコシステムが登場しつつあり、CSP はそのリーダーや早期導入者のポジ
ションから外れてはならない（サイドバーの「急がねばならない理由」を参照）。CSP が持
つ膨大なデータとスマートフォンの普及が、ID および認証のソースとしての役割を果たす独
自の地位に CSP を据え、新たな収入源をもたらすことが期待できる。CSP は、消費者がプロ
バイダーに対して使用できるだけでなく、病院や行政機関など他の組織に対して自分の身元
を明らかにできる、ブロックチェーン・ベースの ID-as-a-Service を提供して、管理することも
可能となるだろう。

ブロックチェーンでは、デバイス、アプリ、組織を問わず ID の認証を適用できるため、消費
者が行政機関や銀行などの企業に対して自分の身元を明らかにする際の労力とプライバ
シー上の脅威を軽減することが可能だ。代表者との厄介な議論や、運転免許写真の保存、詳
細なフォームへの記入、技能試験の質問などが不要になる。ブロックチェーンの分散型（非
集中型）の特性によって、単一障害点がなくなるため、障害に対する回復力は劇的に向上す
る。最も重要なのは、ブロックチェーンは、利便性とアクセスの容易性を維持しながらも、各
ユーザーの完全なプライバシーを確保できることだ。

ビジネス・ネットワークに参加するプロバイダーにとっては、顧客から高い信頼性が得られる
ため、そのようなサービスを提供する上で有利なポジションに位置することができる。結果、
CSP によって検証された ID が、CSP から提供されたモバイル・アプリを通じて利用できるよ
うになる（図 6 参照）。ユーザーは、ビルへの入館、航空会社のサービス、スマート・ビー
クルの利用など、ID の検証が必要なあらゆるサービスにアクセスできるようになる上、運転
免許証やパスポートなど公的な個人文書を証明できるようになることが考えられる。

急がねばならない理由
信頼できるデジタル ID ソリューションは、社会全体
のデジタル・トランスフォーメーションの次の波を生
み出す上で非常に重要である。多くの政府機関が官
民両セクターのパートナーシップに助けを求めてお
り、さまざまな業界の参加者が取り組みを進めてい
る。CSP は、これまでデジタル時代において消費者
か企業かを問わず信頼できる実現者として強い立
場にあった。既存の CSP が、スマートフォン・メー
カーやオペレーティング・システム・プラットフォー
マー（Operating Systems Platformer）といった強
力なプロバイダーによって、脱・仲介者（中抜き）
のリスクに直面している中、デジタル ID ソリューショ
ンは顧客との強い結びつきを回復し、価値を提供し
続けるための有効な手段となる。CSP は今すぐ行動
に移し、他社が先手を打つ前に、スマートフォンを
用いた強力な ID ユース・ケースを実現するチャン
スをつかむことが重要である。
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図 6
ユーザーはスマートフォンのアプリケーションを使って、どの ID 情報を共有するか制御することができる
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ユーザーは、自分のスマートフォンのアプリケーションから直接、ブロックチェーンに保存さ
れている信頼された資格情報のどの ID 情報を任意の組織と共有するかを制御することがで
きるだろう。それらの組織は、ユーザー ID の有効性をすばやく確認して、新しいサービスを
用意することが可能になる。
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ビジネス・エコシステムで協業する

CSP は、デジタル・ビジネス・エコシステムでブロックチェーンを使用して、複数の参加者
間で複雑なトランザクションを処理することが可能だ。この役割では、CSP は信頼できるパー
トナーとしてブロックチェーン・テクノロジーを展開し、プロセスを効率化するとともに、関
係者間の信頼性を高める。新しいビジネスモデルに基づき、CSP は追加の収入源を生み出
すことができる。

例えば、ブロックチェーンは、M2M（Machine-to-Machine）環境や IoT 環境で重要な役割
を果たす。これらの環境では、インターネットに接続されるデバイスがデータの収集と交換
を行うことで自動的にやりとりを行う。ブロックチェーンとスマート・コントラクトを利用する
と、それらのやりとりの監視と統制を行うことが可能だ。信頼できる関係者として認識された
CSP は、その発展を加速させ、IoT 分野における野心を具体化するために最適な立場にいる。

広告販売のブロックチェーン
通信企業やメディア企業における合掌連合が続いている。数々の合併買収が成立し、また、
現在進められている。例えば、Verizon 社による Yahoo 社の Web 事業の買収、AT&T 社に
よる DIRECTV 社の買収や Time Warner 社の買収の進行（監訳者注：2018 年 6 月に買収手
続完了）などだ。12 多くの CSP が現在、制作、配信、放送など各種方法でメディア・コンテ
ンツに携わっている。

広告販売は、この領域で活動する CSP のメディア・コンテンツを収益化する上で非常に重要
だ。メディア企業の広告販売プロセスは複雑で、代理店、放送局、広告主などさまざまな関
係者が関わってくる。広告販売プロセス全体を問題なく管理することが肝要であるため、ブ
ロックチェーンは重要な役割を果たすことが考えられる。

広告販売プロセスには、このやりとりに関する多様な問題点が存在している（サイドバーの
「広告販売プロセスとその主な問題点」を参照）。これらの問題点の多くは、ブロックチェー
ン・テクノロジーを適用することで、一元的かつ一貫した情報の共有を実現し、協力的な共
有環境へと移行することによって軽減・解消できる可能性がある（図 7 参照）。

広告販売プロセスとその主な問題点
広告販売プロセスには、広告主、代理店、OTT（Over 
The Top）ベンダー、放送局、評価機関など、相互
につながるさまざまな関係者が存在する。このプロ
セスの問題点としては以下のようなものが挙げら
れる。

•	 各関係者が独自の記録システムで情報を管理し
ているため、全体像を完全に把握することが非常
に困難。

•	 関係者間でマニュアル・オペレーションによる確
認が必要（例えば、運用部門がトラフィックに利
用可能なスポット枠を確認し、広告代理店が売掛
金に対する請求を確認する、といったマニュアル・
オペレーションが存在する）。

•	 ビジネス・ルールが事前に決められているもの
の、プロセス中に未検証。

•	 共有される情報（注文の順序など）がプロセス中
に変更される可能性（広告を出す順序など）。

•	 プロセスの最後には、マニュアル・オペレーショ
ンでの調整と新たな合意形成プロセスが必要に。
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このような環境では、各参加者が分散型台帳のコピーを 1 部ずつ持ち、データのカスタマイ
ズ・フィルターを使って確認できる。データは、ネットワーク全体で一貫しており、スマート・
コントラクトに含まれる共有、承認されたビジネス・ルールに基づくことになる。プロセスの
途中で変更が生じた場合は、新しい記録用ブロックが作成され、プロセスに従属する手順に
変更が反映された後、以前の調整内容が削除される。

ブロックチェーンが広告販売プロセスとその関係者にもたらす利点は次のように複数存在
する。

•	 広告主：広告投資の透明性が高まる。広告主は人口統計データや、掲載したスポット広
告の延べ視聴率（GRP: Gross Rating Point）の詳細な確認、広告のより正確な ROI の把握
が可能になる。

•	 CSP・放送局：インベントリー管理プロセスの効率が上がり、インベントリーがより効果的
に利用されるようになる。また、さまざまな関係者間での金融口座の調整を効率化して、
加速させることも可能だ。

•	 代理店：信頼できる広告費情報を顧客に提供できるようになり、請求処理や請求書発行プ
ロセスを一層効率化することが可能になる。

この他、プロセスの全関係者にとってのメリットとして、関係者間の信頼性の向上、顧客満
足度の向上、口座管理プロセスの簡素化などが挙げられる。

図 7
広告販売プロセスに関連する問題点は、ブロックチェーン・テクノ
ロジーの適用によって軽減することが可能となる

OTT
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今後の道筋

ブロックチェーン・テクノロジーは現在も進化しているが、メリットが得られるチャンスは現
に存在する。CSP があまたあるメリットの獲得に向けて進む上で、以下が最初のステップと
して推奨されると我々は考えている。

•	 ブロックチェーンの主要パートナーとの時間を取り、ビジネスモデルとテクノロジーを理解
すると同時に、初期のユース・ケース、プルーフポイント、新たなソリューションについて
理解する。

•	 現在このテクノロジーがどこで止まっているのか、さまざまなブロックチェーン・プロバイ
ダーとそれらのテクノロジーやポリシーに関するアプローチの違い、ビジネスを運営する
国や分野に適した標準と規制に対する立場について評価する。

•	 収益拡大とプラットフォーム・ビジネスの領域と社内の効率の両面で、考え得るチャンス
の観念化（デザイン思考における「Ideation」）に投資する。

IBM では、ブロックチェーンには明るい未来があり、CSP とパートナーとのトランザクション
方法や主要なビジネス・プロセスの実行方法を変える可能性を秘めていると確信している。
そして、今がその実現のときであり、CSP は、現実的なユース・ケースとアプリケーションの
構築、さらには、ブロックチェーンがもたらすチャンスの理解に向け、最初のステップを取る
必要がある。

ブロックチェーンの導入に向けた準備状況
の確認
次の質問は、ブロックチェーンの導入に向けて進む
上で自社の準備状況を確認するのに役立つだろう。

•	 有形・無形の資産を組織内でまたは外部関係者
へ移転する際に、トランザクションの時間、コス
ト、信頼性、監査性の面で、自社がいかに効率
的か。

•	 仲介者を大幅に削減できれば、どれだけのコスト
を削減できるか。

•	 紛争解決の複雑さとはどういうものか、また、解
決がうまくいかなかった場合にビジネスにどの程
度の影響が及ぶか。

•	 ブロックチェーンによってサービスや収益面でど
のようなチャンスが生まれる可能性があると思う
か。それにより成長への道が新たに開かれるか。

•	 ビジネス・エコシステムにおいてどのような役割
を果たしたいか。それらのエコシステム上で、ブ
ロックチェーンはどの程度まで基盤となると思
うか。
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